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１５６９年（永禄１１年）、武田信玄と
戦っていた上杉謙信が、武田方の領民が今
川氏によって塩を断たれていることを知
り、この日に塩を送ったとされています。

独創的な考えや方法を編
み出すことを言います。創
意とは新しい思いつきのこ
とであり、工夫とは考えつ
いた方法や手段のことで
す。学校や学級の校訓にす
ることもできます。

教師の資質能力を考える
塩の日（１月１１日）

創意工夫
そう い く ふう

■教師の資質能力には、全ての教師に共通的に求められることと、自分の取り柄や
得意分野など固有で、より専門的なことがあります。
■社会の常識や礼儀作法などは、教師であるまえに、社会人として当然身につけて
おかなければならないことです。
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今 月 の こ と ば

　教師の資質能力の向上という課題は
いつの世にも話題になります。多くの
教師は自らの資質能力を向上させるた
めに、教育センターなどが実施する
様々な研修講座に参加しています。も
ちろん図書を読んだり、研究会や講演
会に参加したりするなど、個人として
不断の努力も見られます。
　ところで、教師に求められる資質能
力とは何でしょうか。どのようにとら
えればよいのでしょうか。
　「教師は授業で勝負する」と言われ
ます。子どもたちの学校生活には、
様々な教科等の授業のほかにも、遊び
や運動、給食や掃除などの時間があり
ます。しかし、中核になるのはやはり授
業だからでしょう。教師は「教育のプ
ロ」でなければなりません。できない
子どもをできるようにすること、わか
らない子どもをわかるようにすること
に、教師としての重要な役割がありま
す。こうした役割を発揮することがで
きるためには、大きくとらえて、次の
２種類の資質能力が必要になります。
　一つは、教師として身につけておか
なければならない最低限のことです。
例えば、教師という仕事に対する使命
感や誇り、子どもに対する愛情や責任

感などです。また、学習指導の能力や
技術、子どもを理解する能力、子ども
たちを集団としてまとめる能力なども
必要です。最近ではＩＣＴを活用して
授業を行う能力も求められています。
　これらはいずれの教師にも求められ
る共通的な資質能力と言えます。その
意味で、資質能力の基礎・基本に当た
るものです。
　いま一つは、自分なりの得意分野を
もつことです。それはあ

・ ・
る教科でも領

域でも、指導のあ
・ ・

る分野でもよいで
しょう。「私は社会科の指導には自信
がある」「コンピュータの使い方には
深く精通している」「教育相談につい
ての資格をもっている」など、どのよ
うなことでも何か一つ以上の得意分野
をもつとよいでしょう。それが自分の
取り柄になります。これは固有で、よ
り専門的な資質能力と言えるでしょう。
　一人一人の教師がそれぞれの得意分
野を発揮することにより、学校として
総合的にとらえたとき、学校が優れた
専門家集団になります。
　両者はアルファベットのＴの文字で
表すことができます。前者のいずれの
教師にも求められる資質能力は横の棒
（－）、後者のそれぞれの教師の得意
分野は縦の棒（｜）に当たります。い
ま求められている教師は「Ｔ字型」の
資質能力を身につけた教師「Ｔ字型の

教師」だと言えます。横の棒だけでも
縦の棒だけでも十分ではありません。

　教師は教師であるまえに、よき社会
人でなければなりません。まず社会人
として求められる資質能力を備えてい
る必要があります。中央教育審議会は
提出した答申「新しい時代の義務教育
を創造する」（平成１７年１０月）の
中で、「あるべき教師像」として三つ
の項目を示しました。
　その一つに、教師は子どもたちの人
格形成にかかわることから、豊かな人
間性や社会性、常識と教養、礼儀作法
をはじめ対人関係能力、コミュニケー
ション能力などの「人格的資質」を備
えていることがあげられています。こ
れは「総合的な人間力」と言える内容
です。すなわち、社会人として備えて
おかなければならない事柄です。
　常識や教養や礼儀作法などは、先に
示したアルファベットのＴ字の上にさ
らに横の棒として位置づけられるもの
です。その結果、〒（郵便局の地図記
号）になります。
　このように、いま教師に求められて
いる資質能力を三つの側面からとらえ
ると、それぞれの位置と関係を〒の
マークで表すことができます。 

「Ｔ字型」の資質能力とは

求められる総合的な人間力
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　振り返ると昨年は、「資質」という語を耳にする
機会が多かったように思います。「資質」には
北先生が〒字型で示されるように様々な要素の
含みがあります。今、自分に問われている資質能
力とは何なのかを詳らかにし、素直に受けとめる姿
勢が資質を高める手始めだと感じました。（T記）
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外国語活動に取り組む学級担任の疑問に
実践経験豊富な学級担任が答えます。

◎監修　 直山 木綿子
　　　　(文部科学省初等中等教育局教育課程課 国際教育課教科調査官)
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　昨年の９月に「古典の日に関する法
律」が、国会で衆議院、参議院共に全
会一致で可決、成立しました。本法律
は、古典がわが国の文化において重
要な位置を占め、優れた価値を有して
いるとして、「古典の日」を設けました。

「国民が古典に親しむをことを促し、そ
の心のよりどころとして古典を広く根づ
かせ、もって心豊かな国民生活及び文
化的で活力ある社会の実現に寄与す
ること」を目的にしています。
　「古典の日」は１１月１日と定めてい
ます。この日は、日本を代表する古典
文学である源氏物語の存在が、紫式

部日記によって確認される最古の日付
が寛弘５年（1008年）１１月１日である
ことにちなんで設けられました。
　「古典」については「文学、音楽、
美術、演劇、伝統芸能、演芸、生活文
化その他の文化芸術、学術又は思想
の分野における古来の文化的所産」
と定義されています。生活文化とは茶
道、華道、書道など生活に関する文化
のことです。古典には、わが国で生ま
れたものだけでなく、漢詩や囲碁、クラ
シック音楽など外国で生まれ、わが国
に伝わったものも含まれます。
　今後、各地域で古典に親しむ学習
やイベントなどが開催される予定です。
小学校の国語科の学習指導要領には

「文語調の文章を音読し、文語の調
子に親しむこと」が示されています。

　「問題解決的な学習」にとって、
その入り口は、子どもたちが「問
題」を意識したり「問題」に気づい
たりすることです。問題づくりの場
面で、教師は「どのようなことを調
べてみたいですか」「どんなことを
やりたいですか」と問うことがあり
ます。こうした授業場面に出会うこ
とがたびたびあります。これは子ど
もの主体性を尊重している問いかけ
です。教師が「問題を提示してはい
けない」という意識が背景にあるの
かもしれません。
　しかし、すべての子どもたちが教
師の意図している問題文を発するこ
とはありません。ほとんどの場合、
一部の子どもだったり、とんでもな
い問題を発したりします。そのた

め、多くの場合、結果的には教師が
意図している問題文を示すことにな
ります。
　教師の意図している問題に子ども
たちが気づくためには、それなりの
「仕かけ」が必要です。仕かけとは
子どもたちにとって、これまでの学
習や経験などで既に有している知識
や見方などでは解釈できない場面を
設定することです。すなわち、疑問
（はてな）が生まれるような資料を
提示したり学習活動を組み込んだ
り、さらには発問を構成したりする
ことです。
　こうした仕かけを「意外性との出
会い」と言っています。意外な事実
などに出会うと、私たちは誰でも
「どうしてだろうか」「どのように
なっているのか」などと「はてな」
を意識します。

　学級全体を見渡してみると、
集団の中に入っていけず、い

つも一人でいる子どもがいます。特に
困っている様子はみられません。友だ
ちと一緒に遊ぶように促しても躊躇し
ています。こうした学級の中で孤立し
がちな子どもには、どのように指導し
たらよいのでしょうか。

　いつも一人でいる子どもの中
には、一人でいることに満足し

ている場合と、何かの理由で集団の中
に入っていけない場合があります。
　前者の子どもには、友だちと一緒に遊
んだり運動したりすることの楽しさを味
わわせることが大切です。そのために
は、教師が集団で遊ぶ場を意図的につく
ります。最初は教師が誘い、その子ども
と一緒に遊びます。ほかの子どもに誘う
よう依頼する方法もあります。初期の段
階では、集団の大きさはあまり大きくな
いほうがよいでしょう。
　後者の子どもの場合には、なぜ入っ
ていけないのか、その原因を明らかに
します。子ども同士の人間関係に原因
がある場合が少なくありません。仲間
外れにされていたり、いじめにあって
いたりすることもあります。このよう
なときには、周囲の子どもたちに対す
る適切な指導が必要です。
　いずれにしても、子どもたちの人間
関係をつぶさに観察し、一人一人の子
どもがいまどのような状況にあるのか
を把握することが大切です。
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孤立しがちな子ども 「古典の日」の制定

問題解決的な学習③ 
問題に気づかせる工夫


